
特集 １５年のあゆみ

相互貸借活動の歩み

Ｉ はじめに

相互貸借は図書室相互協力活動として欠くこと

のできない業務のひとつである。近畿病院図書室

協議会ではそれぞれの図書室の実態を把握するた

め、昭和５６年度より年次統計調査を実施している。

その中で、相互貸借についての調査は、各機関で

の業務推進のための資料としても重要であること

から、それに先立つ１９７６年より開始した。 調

査結果は毎年の協議会総会において報告されてい

るが、１９８２年に相互貸借活動推進の経緯ととも

にまとめられてい’Ｓｏ今回近畿病院図書室協議会

１５周年を機会に今一度相互貸借活動に対する協議

会のあゆみを振り返るとともに、１９８７年までの

調査結果をまとめたので報告する。

ｎ 相互貸借関連事業

協議会では、相互貸借活動推進のため、早くか

ら会報・研修会などで会員への啓蒙を行ってきた。

また、相互貸借を円滑におこなうための事業にも

取り組んできた（ 表１ ）。会報には、表中の記事

以外にも、役員会報告などで、関連事業の進行状

況も随時掲載されている。

初期の相互貸借活動の基礎となったのは、１９７５

年の所在目録の発行、１９７６年のＢＬＬＤ（ 現ＢＬ

ＤＳＣ ）クーポンの利用開始、相互貸借用往復ハ

ガキの作成である。

所在目録発行の折には、複写料金・複写設備の

有無・機種についてアンケート調査を行い、これ

らの事項も目録に載せた。また、これを機会に料

金の組織内統一を計り、現在、一部を除き１枚３５

円に規定している。

相互貸借用往復ハガキは、日本医学図書館協会

（ ＪＭＬＡ ）のものに準じて、ＪＭＬＡ中央事務局

の承認を得て、ほぽ同様のものを作成した。
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ＢＬＤＳＣの利用は、センターを設置してサービ

スを開始し、海外への依頼の増加をみることにな

った。

次の段階では、総合目録の発行が大きな影響を

与えたが、これについては後述する。

なお、総合目録は来年度には欧文編・和文編の

改定が予定されている。

Ⅲ 相互貸借調査

１）調査期間及び回収状況

１９７６年から１９８０年までは１月～１２月を対象

とし、１９８１年からは年次統計にあわせて４月～

３月の１年間とした。また、昭和６１年度からは同

時期に行なわれていた年次統計に組み込まれるよ

うになった。回収状況は表２に示した。回答率は

６０～８０％と除々に高くなっている。

２）調査項目

１９７９年までは依頼件数の調査を行ない、１９８０

年より受付件数調査を加えた。また、１９８０年ま

では件数・依頼先別調査だけでなく、対象となっ

た収録誌別調査、発行年別調査も行なっている

（ 表３、４ ）。受付件数調査では受付機関数・総

件数・複写枚数を調査項目にあげている。

３）調査結果

依頼件数の推移を表 ５に、依頼先別件数の推移

を表６に、受付件数の推移を表７にまとめた。調

査対象機関数は、記録の不備などか ら回答の得ら

れなかった機関もあるので、相互貸借実施機関数

ではない。しかし、実施数が多くなっていること

は表から読み取れる。

これは協議会加盟機関が増加したためだけでなく、

図書室業務として相互貸借の必要性が認められて

６８－



きたためと考える。また、前述したように、協議会

が発足時より組織として相互貸借への体制を作り

続けてきた成果ともいえる。

調査対象機関数は調査を開始した１９７６年には

２１機関（ ５５．３％ ）から１９８７年では４５機関と、

１９７７・１９７８年のように４０％以下になった年度

もあったが協議会加盟機関の７０％近くを占めるよ

うになって来た（ 表５）。

依頼件数は総件数では９０００件以上と増加して

いるが、平均件数としては若干減少傾向にある。

これはそれぞれの図書室での資料の充実の結果と

いえるかもしれないが、文献複写の需要が減った

訳でなく、文献入手の方法として他の手段を利用

していることが大きな原因と考える。やっと高ま

加盟機関以外からの依頼も多少ある。これは、総

合目録を加盟機関以外にも頒布することとなった

ためである。頒布するか否かについては議論を重

ねた結果、他機関との関係も考慮して頒布するこ

ととし、会長名で各機関の了承ならびに協力を呼

び掛けた。

この総合目録に参加したことにより始めて依頼

を受けた施設も多く、相互貸借活動を始めるきっ

かけとなった機関もある。このことからも、相互

協力活動を推進する上で総合目録の果たした役割

は大きい。

表には入れなかったが、現物貸出も件数は少な

いながら、毎年数件行われている。

つてきた相互協力活動に対する図書室側の意識と、 【Ｖ まとめ

簡便さを求める利用者の意識の違いと言えるだろ

うが、医師以外の医療スタッフの利用は私共の施

設では増加しており、他の機関も同様ではないか

と推察する。

依頼先別件数を見ると、１９８１年の総合目録欧

文編発行以後、加盟施設への依頼が飛躍的に増え

た。特に欧文編の場合には発行後の調査の結果で

は表６にあるように、加盟機関に対する件数は、

１．４１１件（ １９８０年 ）から２．４６３件（ １９８１年 ）

と大きく伸びた。調査開始時からみてみると、

３９６件だったのが１９８７年には３，１８６件と約８倍

になった。

依頼の割合では、協議会加盟機関へは和文編が

発行された１９８４年の３７％を最高に常に３０％前後

である。しかし、医学図書館協会（ ＪＭＬＡ ）加

盟図書館に対する依頼件数は総合目録発行後も依

然として多く、全体の６０％近くを占める。ＪＭＬＡ

近畿地区と、近畿外との割合はほぼ半数である。

受付件数調査でも調査対象機関数が実施機関そ

のものではないが、１９８７年には４９機関（ 会員の

７４％ ）になった。総件数と１施設での最多受付件

数の比から分かるように、１施設に集中していた

のが多少は分散されてきた。また、受付先の大半

は加盟施設からのものであるが、ほとんどの年度

で受付件数が依頼件数を大幅に上回っている。こ

れには回収率の低さが影響していると考えられる。

表中には別掲しなかったが、受付件数の中には

－６９－

協議会の相互貸借活動のあゆみと、１９７６年か

ら１９８７年までの相互貸借調査をまとめてみた。

前述したように、ここ３～４年は依頼件数、受付

件数とも総件数では大きな変動はなく、平均件数

では減少傾向が見られる。しかし、実施施設は数

的にも加盟施設に占める割合でも増加してきた。

これは、文献相互貸借が相互協力活動のひとつと

して定着してきたことを表している。

相互貸借はスペース、資料数ともあまり多くを

期待できない病院図書室にとって、充実を計る必

要のある業務である。最近ではファクシミリを備

える施設も増え、文献入手の時間の短縮が計れる

ようになってきた。また、料金支払いの方法も郵

便振替口座を図書室が持つ機関も多い。こうした

状況から次回の総合目録改訂版には各施設のＦＡＸ

番号、口座番号なども記載し、利用しやすくなる

予定である。

こうした協議会としての相互貸借活動の推進と

共に、利用者の要求に応えることができる図書室

を目標に、各々努力を続けてゆかなければならな

い。
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表１． 相互貸借関連事業

＼ 関 連 事 業
啓 蒙 活 動

会 報 研 修 会

１９７５
３

４

８

１０

１９７６
４

５

６

１９７７
９

１９７８
１

８
１９７９
１

９

１０

１９８０
６

１９８１
６

８
１９８２
３

８

９

利用者ニード調査

「病院図書室・医療関係雑誌所在目録
１９７５」

複写料金の調査ならびに統一化

ＢＬＬＤ クーポン共同利用開始

相互貸借利用統計開始

「相互貸借用往復ハガキ」の作成

「病院図書室・医療関係雑誌所在目録．
（ 欧文編）追加版 １９７６－７７」

医学雑誌総合目録（ 欧文編）作成開始

「医学雑誌総合目録」（ 欧文編）発行

医学雑誌総合目録（ 和文編）作成開始
目録調査センターの設置

２（３）：巻頭言
「総合目録」作成へ
の第一歩
２（４，５）：巻頭言
「相互協力」への始
動

２（９）：巻頭言
大学図書館の利用

４（３，４）：巻頭言
図書室相互協力の大
切さ
４（５）：学会報告
院外文献複写依頼
状況調査報告

５（５）：１９７７年度院外依
頼文献調査

６（６）：寄稿文
相互貸借
６（７・８・９）：学会報告
近畿地区を中心とし
た病院図書室間の相
互協力

会誌 「病院図書室」
２０）：相互貸借につい
て

９（３）：巻頭言
著作権法と病院図書
室

近畿地区ＪＭＬＡ第２回
実務者会議一相互貸借
（利用）について一

第２３回研修会：
医学用語・相互貸借

第２７回研修会：
講演・ディスカッション
ー相互貸借一

第３２回研修会：
病院図書室の実務
④相互貸借

７０－



表１のつづき

＼ 関 連 事 業
啓 蒙 活 動

会 報 研 修 会

１９８３
９

１９８４
３

４

１９８６
９

１９８７
３

５

１９８９
７

「医学雑誌総合目録」（ 和文・国内欧文
・華韓編）発行

病院図書室マニュアル「医学資料の整理
と利用」
－ トシマ参考図書より刊行 －

「医学雑誌総合目録」（ 欧文編）第２版

発行

１０（３）：学会報告
近畿地区病院図書室
の相互貸借活動につ
いて

会誌：病院図書室
７ ：・各種図書館団
体の相互協力
・シンポジウム
「相互協力網
を作るため｜こ」

昭和６１年度日本病
院会全国図書室研
究会
１４（１・２）：寄稿文
相互貸借におけるフ
ァクシミリ利用の提
案

第４７回研修会（ 全国研Ｓ
：図書館の相互協力

第５６回研修会：
相互貸借について

表２． 回 収 状 況

匹 会員数 回答数 回答率 ≒へ 、会員数 回答数 回答率
１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

３８

３８

４５

５０

５４

５６

２１

１５

１６

２４

３７

３９

５ａｓ％

３９．５

３５．６

４８

６８．５

６９．６

１９８２

１９８：３

１９８４

１９８：５

１９８６

１９８７

６０

６２

６０

６２

６４

６６

３４

３６

３６

３７

４５

５３

５６．７ ％

５８．１

６０

５９．７

７０．３

８０．３

－７１－



表３． 収録誌別調査結果

和文献収録誌上位２０誌（ １９８０年）

誌 名 件 数 誌 名 件 数

日本消化器病学会雑誌

胃と腸

臨床血液

外科診療

臨床外科

外 科

臨床神経学

理学療法と作業療法

日本耳鼻咽喉科学会会報

日本臨床外科医学会誌

５６

４８

４８

４０

３８

３７

３５

３１

２７

２７

臨床と研究

日本血液学会雑誌

日本臨床

最新医学

医学のあゆみ

内 科

日本外科学会雑誌

プラスミン研究会報告書

日本老年社会科学会雑誌

日本消化器内視鏡学会雑誌

２７

２６

２６

２６

２５

２５

２５

２５

２３

２２

欧文献収録誌上位２０誌（ １９８０年 ）

誌 名 件 数 所蔵機関数 所 蔵 年

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆＣａｒｄｉｏ１ｏｇｙ

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆＳｕｒｇｅｒｙ

Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆＮｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ

Ａｎｎａ１ｓｏｆＳｕｒｇｅｒｙ

Ｃａｎｃｅｒ

ＡｍｅｒｉｃａｎＨｅａｒｔＪｏｕｒｎａ１

ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌ ｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

ＡｒｃｈｉｖｅｓｏｆＳｕｒｇｅｒｙ

Ｓｕｒｇｅｒｙ，Ｇｙｎｅｃｏ１ｏｇｙ＆Ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ

ＢｒｉｔｉｓｈＭｅｄｉｃａ１Ｊｏｕｒｎａ１

Ｓｕｒｇｅｒｙ

Ｒａｄｉｏ１ｏｇｙ

Ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ＆Ｇｙｎｅｃｏｌｏｇｙ

Ａｎｎａ１ｓｏｆＩｎｔｅｒｎａ１Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌ ｏｆＳｕｒｇｅｒｙ

Ｌａｎｃｅｔ

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａ１ｏｆＲｏｅｎｔｇｅｎｏｌｏｇｙ

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａ１ｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

ＡｎｎａｌｓｏｆｔｈｅＮｅｗＹｏｒｋＡｃａｄｅｍｙｏｆＳｃｉｅｎｃｅｓ

Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ

１４１

１１８

１０２

９７

９５

８３

７９

７８

６５

５９

５３

５２

４９

４５

４５

４５

４２

４１

３７

３５

１８

１７

１９

３５

２８

２１

３６

１７

２９

２２

２１

２２

１４

２９

８

３４

２４

３０

３

２９

１９５８－

１９５０－

１９４４－

１９５０－

１９４８－

１９４６－

１９５０－

１９５１－

１９４８－

１９５０－

１９４８－

１９５０－

１９５３－

１９５０－

１９４９－

１９５０－

１９５０－

１９４７－

１９６０－

１９５０－

－７２－

（ 参考分献１よ り ）



表４． 相互貸借文献発行年別件数（１９８０年 ）

発 行 年

１８００年代

１９００

１９１０

１９２０

１９３０

１９４０

１９５０

１９６０～６４

１９６５～６９

１９７０～７４

１９７５～７９

１９８０

計

文献件数

１３

１４

１９

３５

６５

１２７

４４５

５５０

７８４

１５０４

３４７３

Ｉｌｌ

７１４１

（ 参考文献１より ）

表６． 依頼先別件数

％

０．１８

０．２０

０．２７

０．４９

０．９１

１．７９

６．２３

１３３４ １８．６８

４９７７ ６９．７０

１．５５

１００

表５． 依 頼 件 数

八 調査対
象機関

総 件 数
（平均件数）

最多依頼
件 数

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

２１

１５

１６

２４

３７

３６

２８

３２

３３

３７

３９

４５

３２４６（１５５）

３５１８（２３５）

３４４９（２１５）

５５６８（２３２）

８１９７（２２１）

８７８５（２４４）

７００８（２５０）

８３６３（２６１）

６９４４（２１０）

９６５１（２６１）

９２９４（２３８）

９７０１（２１６）

９４７

７６１

９１０

１２８９

９２３

１３４９

９５８

１５３７

９５６

１６４９

１６５０

１６８３

へ 依頼先
年 へ

協 議 会
加盟施設

ＪＭＬＡ
近畿地区

ＪＭＬＡ
近 畿 外

海 外ｘ
（ＢＬＤＳＣ等 そ の 他 計

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

３９６

５３０

４８５

８４２

１４１１

２４６３

２１５６

２７３５

２５７６

２８８０

２７７１

３１８６

１７４５

２０９４

２１７６

２９２０

４１１８

４４９５

３０５９

３２０１

２７６４

２７３５

３０３６

２６４０

１０１３

８１４

７２０

１５８２

２４５５

１６０７

１４９５

２２４１

１４６１

３５４７

３０３４

３１４７

／

／

／

６６

６７

８７

８６

５９

３１

２４

２１

２１

９２

８０

６８

１５８

１４６

１３３

２１２

１２７

１１２

４６５

３９７

７０７

３２４６

３５１８

３４４９

５５６８

８１９７

８７８５

７００８

８３６３

６９４４

９６５１

９２９４

９７０１

Ｘ海外への依頼は、１９７８年まではその他の項目に含まれている。

７３



表７． 受 付 件 数

匹 調 査
対象機関

総 件 数
（平均件数）

最多受付
件 数

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

２１

３０

２８

３２

３４

３７

３５

４９

１１６８（ ５６）

１７６８（ ５９）

２９５７（１０６）

２７５０（ ８６）

４０９７（１２１）

３８５８（１０４）

３３９２（ ９７）

３６５２（ ７５）

７００

７９５

８７９

７１３

７５４

５９９

４５６

５２６

－７４－




